
１　富里町での暮らしについて

非常に住みよい(10.5%)

どちらかといえば
住みよい(57.9%)

どちらかといえば
住みにくい
(22.6%)

非常に住みにくい(3.4%)
わからない(4.1%)

無回答・不明(1.5%)

全体としてみると、回答者の68.4％が富里町を住みよいと感じている。住みよいと感じ

る人の割合は、年齢が高くなるほど、また居住年数が多くなるほど高くなる傾向がみられ

る。居住地別では、「浩養」や「富里第一」「七栄」「富里南」の小学校区で住みよいと感じ

る人が７割を超えている。また職業別では農業の回答者で住みよいと感じる人が92.0％と

最も多くなっている一方、学生の回答者の57.9％、パートの回答者の31.8％、主婦の回答

者の31.0％が富里町を住みにくいとしている。

◆７割近い回答者が「住みよい」と感じている

問１ あなたは、富里町を住みよいところだと思いますか。次の中から１つ選んでください。



回答者の72.1％が富里町に住み続けたいとしてる。今回の結果を平成６年に実施した結

果と比較すると、「このまま永住したい」、「当分住み続けたい」と答えた人はあわせて75％

から72％へとやや減少している。

属性別にみると、年齢や居住年数が上がるにつれて定住意識が高まっていく傾向がある。

また居住地別では、「浩養」や「富里第一」の小学校区で８割を超える人が永住もしくは当

分住み続けたいとしている。

無回答・不明

わからない

出来るだけ早く移転したい

やがては移転したい

当分住み続けたい

このまま永住したい
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【前回との比較】

このまま永住したい
(37.9%)

当分住み続けたい(34.2%)

やがては移転したい
(17.7%)

出来るだけ早く移転したい
(3.0%)

わからない(6.3%)

無回答・不明(0.9%)

◆72％の回答者が「住み続けたい」と考えている
◆20代は45％、65歳以上は87％と年齢によって定住意識に大きなひらきが
みられる。

問２ あなたは、これからも富里町に住んでいたいと思いますか。次の中から１つ選んでくだ

さい。



このまま「永住したい」、「当分住み続けたい」とする回答者にその理由を聞いたところ、

「持ち家だから」が49.7％と最も多く、次いで「緑や自然が多い」（31.9％）、「住み慣れてい

るから」（29.4％）の順となった。持ち家であることを別にして、生活環境にかかわる事項

についてみると、緑など自然のゆたかさや地縁・血縁のつながりを定住の理由としてあげ

る人が多くみられる。

◆「持ち家だから」が最も多く、「緑や自然が多い」、「住み慣れているから」
がこれに次いでいる

問３ 問２で、「１.このまま永住したい」、「２.当分住み続けたい」と答えた方にのみうかが

います。住み続けたいと思う理由を、次の中から２つまで選んでください。

無回答・不明

その他

ローン返済・家賃が手ごろ

持ち家だから

店や事業がうまくいっている

ふるさとだから

物価が安い

繁華街やレクリエーション施設など
余暇を楽しむ場所がある

病院・保育所・遊び場など子育てがしやすい

日当たり・通風など周りの環境が良い

通勤・通学に便利

地域の地域の人と親しく付き合いがあるので

住みなれているから

買物に便利

親・兄弟が近くにいる

家の間取り・デザインが気に入っている

緑や自然が多い
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無回答・不明

その他

ローン返済・家賃の負担が重い

自分の家を持ちたい

店や事業の場所を変えたい

ふるさとに住みたい

物価が高い

繁華街やレクリエーション施設など余暇を楽しむ場所がない

病院・保育所・遊び場など子育てのための施設が不十分

日当たり・通風など周りの環境が悪い

通勤・通学に不便

近所付き合いがわずらわしい

周りの環境や地域になじめない

買物に不便

親・兄弟と同居したり近くに住みたい

部屋が狭く、間取りが悪い

緑や自然が少ない
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◆通勤・通学や買物の不便を指摘する意見が多い。

問４ 問２で、「３.やがては移転したい」、「４.出来るだけ早く移転したい」と答えた方にの

みうかがいます。移転したいと思う理由を、次の中から２つまで選んでください。

「やがては移転したい」、「できるだけ早く移転したい」とする回答者にその理由を聞いた

ところ、「通勤・通学に不便」が40.5％と最も多く、次いで「買物に不便」（35.7％）、「余暇

を楽しむ場所がない」（24.2％）の順となった。通勤や通学のための交通条件の悪さやまち

のにぎわいの不足を理由にあげる人が多くみられる。



バスなどの交通機関

歩行者などの日常交通の安全さ

通勤・通学の便利さ

身近な生活道路の整備状況

企業誘致など就業機会の状況

国道・県道などの幹線道路の整備状況

雨水や生活排水の処理

文化・教養・スポーツ・レクリエーション
のための環境

犯罪・風紀などの防犯対策

病院・医院などの医療サービス

地震・火災などの防災対策

騒音・大気汚染・悪臭などの公害防止

高齢者や障害者（児）などの福祉対策

保育や教育など子育て環境

ごみやし尿の収集や処理

急病・事故などの救急体制

公園や広場などの整備状況

町からの情報提供や住民参加

学校の施設や環境

役場の窓口の対応やサービス

日常の買物の便利さ

飲料水の質や量

近所付き合いなどのコミュニティ

住民検診などの日常の保健活動

緑など自然環境の良さ
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非常に満足 やや満足 普通 やや不満 非常に不満 無回答・不明

◆前回調査と同様、「バス」「交通安全」「通勤・通学」「生活道路」について
不満が多い。

問５ あなたの住んでいる地域の生活環境について、どのように感じていますか。それぞれの

項目について、１から５の数字を１つ選んでください。



地域の様々な生活環境の満足、不満足の状況について把握するため、全25項目に分けて

５段階で評価を求めた。その中で、最も評価の高かった項目は「緑など自然環境の良さ」で

あり、逆に最も評価の低かった項目は「バスなどの交通機関」となった。

評価の高い上位５位は下表に示すとおりである。平成６年に実施した前回調査と比べる

と、最上位と最下位は変化していないことがわかる。

【時系列比較】

区分 前回（平成６年） 今回（平成11年）

項目 得点 項目 得点

1   自然環境の良さ 55.53 緑など自然環境の良さ 63.12

2   住民検診など日常の保健活動 51.60 住民検診などの日常の保健活動 54.68

上位 3   役場の窓口の対応やｻｰﾋﾞｽ 47.47 近所付き合いなどのコミュニティ 51.04

4   日常の買物の便利さ 46.83 飲料水の質や量 50.24

5   し尿の収集や処理 45.06 日常の買物の便利さ 49.15

1   バスなどの交通機関 23.71 バスなどの交通機関 25.31

2   通勤・通学の便利さ 31.16 歩行者などの日常交通の安全さ 28.04

下位 3   身近な生活道路の整備状況 34.11 通勤・通学の便利さ 31.67

4   病院・医院などの医療サービス 34.16 身近な生活道路の整備状況 34.30

5   日常交通の安全さ 34.26 企業誘致など就業機会の状況 35.13

※「非常に満足」を100点、「やや満足」を75点、「普通」を50点、｢やや不満」を25点、「非常に不満」
 　を0点とした場合の評価平均点数



町役場への用事

病院などへの通院

通勤や通学

家具、電化製品、洋服などの買い物

日用品、食料品などの買い物
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徒歩

自転車・オートバイ

自動車（自分で運転）

自動車（自分以外が運転）

バス

無回答・不明

◆「町役場」と「病院」については自動車利用が約８割と特に高い

問６ あなたは、次のような用事で出かける時、まず家からつかう交通手段の主なものは何で

すか。アからオのすべての項目について1から5の数字を１つ選んでください。

買物や通勤・通学・通院、町役場への用事など、普段の生活で使う交通手段についてき

いたところ、どれも車利用が圧倒的に多いことがわかった。特に、「町役場への用事」と「病

院などへの通院」に車利用が多く、全体の約８割にのぼっている。

また、居住地別にみると、生活行動ごとの特徴が顕著にあらわれてくる。

日用品、食料品などの買物については、「洗心」や「浩養」、「根木名」の小学校区で９割

を超える人が車利用と答えている。

また通勤や通学については、「根木名」で車利用が75.3％と最も多い一方、「日吉台」は

49.0％と半分以下にとどまっている。

さらに病院などへの通院や町役場への用事については「洗心」や「浩養」、「根木名」で

車利用者が特に多い結果となった。

全体としてみると、どの生活行動も、またどの居住地も車中心となっているのが特徴で

あるといえる。

一方、徒歩については「日吉台」で他地区よりやや利用割合が高いものの、徒歩利用が

最も多い日用品、食料品などの買物についてみても全体の14.9％にとどまっている。



無回答・不明

その他

JR八街駅

京成公津の杜駅

JR・京成佐倉駅

JR・京成酒々井駅

JR・京成成田駅
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◆ＪＲ・京成成田駅利用が圧倒的に多い

問７ 通勤や通学で鉄道を利用している方にのみうかがいます。主に利用している駅は次のう

ちどれですか。１つ選んでください。

通勤や通学で利用している鉄道については、ＪＲ・京成成田駅が最も多い結果となった。

また居住地区別にみてもほとんどの小学校区でＪＲ・京成成田駅が最多となっているが、

「富里第一」については唯一、ＪＲ・京成・酒々井町が成田駅を上回っている。



無回答・不明

その他

よくわからない

地域のボランティア

町の行事やイベントに参加

ゆっくりと休養

友人・知人との付き合い

ショッピング

趣味や教養

スポーツや健康づくり

旅行

家族との団らん
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◆「趣味や教養」が最も多く、「旅行」がこれに次いでいる

問８ 将来、今よりも余暇時間が増えると考えられますが、あなたはどのようなことをして過

ごしたいとお考えですか。次の中から２つまで選んでください。

余暇時間の過ごし方については、「趣味や教養」と「旅行」の２つが群を抜いて多くなっ

ている。また年齢別の特徴をみると、30代と40代では「家族との団らん」、「スポーツや健

康づくり」が、50代では「地域のボランティア活動」が、60代以上では「友人・知人との

つきあい」が相対的に高くなるという傾向がみられる。



非常に不安を
感じる(32.0%)

ある程度不安を感じる(52.2%)

あまり不安を感じない
(13.1%)

全く不安を感じない(2.1%) 無回答・不明(0.6%)

◆回答者の84％が高齢期に不安を感じている

問９ あなたは高齢期の生活についてどのように感じますか。次の中から１つ選んでくださ

い。

全体としてみると、回答者の84.2％が高齢期に不安を感じるとしている。

年齢別にみると、現在の高齢者よりも壮・中年層に不安を感じる層が多くなっている。特

に不安を感じるとする割合が高いのは40代前半層であり、94.7％にのぼっている。



無回答・不明

その他

身内がなくひとりになること

生きがいをなくすこと

住まいのこと

経済的なこと

医療や介護のこと
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◆不安の中味は「医療や介護」と「経済的なこと」が大半を占める

問10　問９で、「１.非常に不安を感じる」、「２.ある程度不安を感じる」と答えた方にのみう

かがいます。主にどのようなことが不安ですか。次の中から２つまで選んでください。

高齢期に不安を感じるとする回答者に、どのようなことに不安を感じるかについて聞い

たところ、「医療や介護のこと」と「経済的なこと」が圧倒的に多数を占める結果となった。

年齢別にみると、年齢が低くなるにつれて「経済的なこと」と「住まいのこと」が高く

なる傾向があり、20代から30代前半までは、「経済的なこと」が不安の筆頭に上げられて

いる。

また、年齢が高くなるほど「生きがい」に不安を感じる層が増える傾向があり、70代前

半では20％を越えている。


